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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第16期
第２四半期
連結累計期間

第16期
第２四半期
連結会計期間

第15期

会計期間
自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日

自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日

自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日

売上高 (千円) 1,068,600 753,413 1,641,557

経常損失（△） (千円) △585,442 △161,909 △1,211,419

四半期(当期)純損失
（△）

(千円) △600,071 △180,159 △1,566,617

純資産額 (千円) ― 2,220,590 2,841,131

総資産額 (千円) ― 4,288,088 4,839,953

１株当たり純資産額 (円) ― 42,482.74 54,672.15

１株当たり四半期
(当期)純損失（△）

(円) △11,607.87 △3,484.04 △30,357.78

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ─ ─ ─

自己資本比率 (％) ─ 51.2 58.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,100,257 ― △944,505

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △128,749 ― △440,206

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 167,489 ― 803,150

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― 1,145,232 2,222,130

従業員数 (名) ― 73 71

(注)１　 売上高には、消費税等は含まれておりません。

   　 ２　 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、１株当たり四半期（当期）純損失であるた

　　　　　 め記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

平成20年９月30日現在

従業員数(名)
73

(11)

(注) １　従業員数は、就業人員であります。

２　従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の第２四半期連結会計期間の平均雇用人員であります。

３  臨時従業員には、パートタイマー、契約社員及び派遣社員を含んでおります。

(2) 提出会社の状況

平成20年９月30日現在

従業員数(名)
50
(10)

(注) １　従業員数は、就業人員であります。

２　従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の第２四半期会計期間の平均雇用人員であります。

３  臨時従業員には、パートタイマー、契約社員及び派遣社員を含んでおります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第２四半期連結会計期間における生産実績は、次のとおりであります。
　

製品種類の名称 生産高(千円)

放送系機器 248,321

通信系機器 58,177

その他 ─

合計 306,498

(注) １　金額は、期中平均販売価格によっております。
２　上記の金額には、他勘定振替分及び他勘定受入分は含まれておりません。
３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注実績

当第２四半期連結会計期間における受注実績は、次のとおりであります。
　

製品種類の名称 受注高(千円) 受注残高(千円)

放送系機器 168,064 1,591,868

通信系機器 464,976 46,916

その他 3,320 140

合計 636,361 1,638,924

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(3) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績は、次のとおりであります。
　

製品種類の名称 販売高(千円)

通信系機器 461,673

放送系機器 246,873

その他 44,867

合計 753,413

(注) １　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

　

相手先

当第２四半期連結会計期間

販売高(百万円) 割合(％)

Video Digital Vertriebs
GmbH

410,816 54.5

株式会社東芝 129,770 17.2

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要は契約は行われておりません。

　

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

　

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び当社の関係会

社）が判断したものであります。

　

(1)経営成績の分析

　当第２四半期連結会計期間における経済環境は、米国のサブプライムローン問題を発端とした金融危機

が世界中に波及し、その影響が経済活動全体に及び、米国、欧州のみならず、日本国内やアジアまで景気停滞

が顕著になりつつあります。 

　当社グループの事業領域である放送関連装置業界は、前年から厳しい状況が継続しており、特に国内では

エンドユーザーである放送局の設備投資意欲が伸び悩み、国内売上高は前年同期を下回りました。海外にお

いては、ドイツにおける放送用次世代ネットワーク向け販売などがあったため、海外売上が大幅に増加しま

した。その結果、当第２四半期連結会計期間の当社グループの売上高は、753百万円（前年同期比110%増加）

となり、期初計画を上回る結果となりました。製品グループ別内訳では、国内が主たる市場の放送系売上高

が246百万円（前年同期比23%減少）、海外市場で大幅に伸びた通信系売上高が461百万円（前年同期売上高

の約24倍）、その他売上高が44百万円（前年同期比143%増加）となりました。 

　利益面では、売上総利益は前年同期比137%増の398百万円となりました。研究開発費や人件費の増加などに

より販売費及び一般管理費が前年同期比17%増加し、営業損益は前年同期の△277百万円から△120百万円に

なりました。経常損益は前年同期の△288百万円から△161百万円になりました。四半期純損益は前年同期の

△558百万円から△180百万円となりました。当第2四半期連結会計期間の営業損失、経常損失、四半期純損失

は、いずれも前年同期より縮小する結果となりました。 
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①事業の種類別セグメントの業績につきましては、当社グループは映像通信機器メーカーとして事業を

行っており、当該事業以外に事業の種類がないため開示を行っておりません。

　

②所在地別セグメントの業績は次のとおりであります。

日本

全般的に需要は低いレベルで推移し、売上高は327百万円となりました。

北米

上記のとおりドイツ向け需要などがあったため、売上高は425百万円となりました。なお、当社グループで

は、欧州向けの販売は米国法人を通じて行っているため、欧州の顧客への売上は所在地別セグメントでは米

国売上に含まれます。
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(2)財政状態の分析

　(総資産）

当第２四半期連結会計期間末における総資産は前連結会計年度末に比べ551百万円減少し、4,288百万円

となりました。主な変動要因は、現金及び預金の減少1,057百万円、仕掛品の増加377百万円、工具、器具及び

備品の増加70百万円によるものであります。

（負債）

当第２四半期連結会計期間末における負債は前連結会計年度末に比べ68百万円増加し、2,067百万円とな

りました。主な変動要因は、短期借入金の増加213百万円、リース取引に関する会計基準の適用に伴いリース

債務の増加63百万円、買掛金の減少179百万円によるものであります。 

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産は前連結会計年度末に比べ620百万円減少し、2,220百万円

となりました。主な純資産の変動要因は四半期純損失600百万円により、利益剰余金が600百万円減少したこ

とによるものであります。 

　

(3)キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、1,145百万円となりました。各キャッシュ

・フローの状況は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果使用した資金は616百万円となりました。その主な要因としましては、税金等調整前四半

期純損失178百万円、売上債権の増加383百万円よるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は68百万円となりました。その主な要因としては、有形固定資産の取得によ

る支出91百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果増加した資金は123百万円となりました。その主な要因としては、短期借入金の純増減額

146百万円によるものであります。

　

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(5)研究開発活動

当第２四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、205百万円であります。 

　なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありませ

ん。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の新設、除却等に

ついて、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

また、当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 200,000

計 200,000

　

② 【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 51,710 51,710
ジャスダック
証券取引所

―

計 51,710 51,710 ― ―

(注) １　完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であります。

２　「提出日現在発行数」には、平成20年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は含まれておりません。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

①　第１回新株予約権

第２四半期会計期間末現在
(平成20年９月30日)

新株予約権の数（個） 73

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 730

新株予約権の行使時の払込金額（円） １株当たり　21,670

新株予約権の行使期間 平成19年３月17日から平成27年２月28日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　21,670
資本組入額　10,835

新株予約権の行使の条件

権利行使時において、当社、当社子会社もしくは関連会
社の取締役、監査役、従業員または嘱託、顧問等の地位
を保有していることを要する。ただし、辞任または自己
都合退職等、権利行使が相当であると認められる場合
は、一定の期間に限り権利を行使することができる。新
株予約権者が死亡した場合、新株予約権者の相続人は
新株予約権を相続できない。その他の条件については、
当社と新株予約権者との間で締結する新株予約権の割
当に関する契約に定めるところによる。

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権の譲渡は、取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

　

②　第３回新株予約権
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第２四半期会計期間末現在
(平成20年９月30日)

新株予約権の数(個) 180

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数(株) 180

新株予約権の行使時の払込金額(円) １株当たり　28,000

新株予約権の行使期間 平成19年12月１日～平成27年６月29日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額(円)

発行価格　28,000
資本組入額　14,000

新株予約権の行使の条件

権利行使時において、当社、当社子会社もしくは関連会
社の取締役、監査役、従業員または嘱託、顧問等の地位を
保有していることを要する。ただし、辞任または自己都
合退職等、権利行使が相当であると認められる場合は、
一定の期間に限り権利を行使することができる。新株予
約権者が死亡した場合、新株予約権者の相続人は新株予
約権を相続できない。その他の条件については、当社と
新株予約権者との間で締結する新株予約権の割当に関
する契約に定めるところによる。

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権の譲渡は、取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

③　第４回新株予約権

第２四半期会計期間末現在
(平成20年９月30日)

新株予約権の数(個) 308

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数(株) 308

新株予約権の行使時の払込金額(円) １株当たり　28,000

新株予約権の行使期間 平成20年４月１日～平成27年６月29日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額(円)

発行価格　28,000
資本組入額　14,000

新株予約権の行使の条件

権利行使時において、当社、当社子会社もしくは関連会
社の取締役、監査役、従業員であることを要する。ただ
し、任期満了による退任、定年退職その他正当な理由が
ある場合はこの限りでない。その他の条件については、
当社と新株予約権者との間で締結する新株予約権の割
当に関する契約に定めるところによる。

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権の譲渡は、取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

　

　

④　第５回新株予約権

第２四半期会計期間末現在
(平成20年９月30日)

新株予約権の数(個) 2,288
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新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数(株) 2,288

新株予約権の行使時の払込金額(円) １株当たり　28,000

新株予約権の行使期間 平成20年４月１日～平成27年12月２日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額(円)

発行価格　28,000
資本組入額　14,000

新株予約権の行使の条件

権利行使時において、当社、当社子会社もしくは関連会
社の取締役、監査役、従業員または嘱託、顧問等の地位を
保有していることを要する。ただし、辞任または自己都
合退職等、権利行使が相当であると認められる場合は、
一定の期間に限り権利を行使することができる。新株予
約権者が死亡した場合、新株予約権者の相続人は新株予
約権を相続できない。その他の条件については、当社と
新株予約権者との間で締結する新株予約権の割当に関
する契約に定めるところによる。

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権の譲渡は、取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

⑤　第６回新株予約権

第２四半期会計期間末現在
(平成20年９月30日)

新株予約権の数(個) 115

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数(株) 115

新株予約権の行使時の払込金額(円) １株当たり　28,000

新株予約権の行使期間 平成20年12月３日～平成27年12月２日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額(円)

発行価格　28,000
資本組入額　14,000

新株予約権の行使の条件

権利行使時において、当社、当社子会社もしくは関連会
社の取締役、監査役、従業員または嘱託、顧問等の地位を
保有していることを要する。ただし、辞任または自己都
合退職等、権利行使が相当であると認められる場合は、
一定の期間に限り権利を行使することができる。新株予
約権者が死亡した場合、新株予約権者の相続人は新株予
約権を相続できない。その他の条件については、当社と
新株予約権者との間で締結する新株予約権の割当に関
する契約に定めるところによる。

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権の譲渡は、取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】
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年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年７月１日～
平成20年９月30日

― 51,710 ― 1,579,583 ― 2,062,899

　

(5) 【大株主の状況】

平成20年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

林 英一 川崎市中原区下新城 21,890 42.35

小野 孝次 横浜市保土ヶ谷区瀬戸ケ谷町 3,410 6.59

株式会社 ＮＬＣ 大阪市淀川区西中島５丁目９番５号 2,316 4.48

森田 高明 横浜市都筑区荏田東 1,960 3.79

武田 憲裕 八王子市小宮町 1,530 2.96

佐々木 桂一 渋谷区神宮前 1,260 2.43

メディアグローバルリンクス
従業員持株会

川崎市高津区坂戸３丁目２番１号 1,193 2.30

林 由起 川崎市中原区下新城 570 1.10

住吉 玲子 大和市下鶴間 530 1.02

杉浦 常治 安城市古井町 520 1.00

計 ― 35,179 68.03
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成20年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　51,710 51,710
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 51,710 ― ―

総株主の議決権 ― 51,710 ―

(注)　「完全議決権株式（その他）」欄には株式会社証券保管振替機構名義の株式33株が含まれております。また、「議

決権の数」欄には同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数33個が含まれております。

　

② 【自己株式等】

該当事項はありません。

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
　４月 　５月 　６月 　７月 　８月 　９月

最高(円) 80,90083,50073,50072,80061,00040,200

最低(円) 65,70069,10064,10059,50031,45028,600

(注)　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありませ

ん。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、当第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び当第２四半期連

結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）については、「財務諸表等の用語、様式及び作

成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日　内閣府令50号）附則第７条第１

項第５号のただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則を早期に適用しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間(平成20年７月１

日から平成20年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,312,230 2,369,608

受取手形及び売掛金 725,103 702,529

商品及び製品 159,014 161,478

仕掛品 1,199,543 822,290

原材料及び貯蔵品 73,998 56,201

その他 124,852 149,755

貸倒引当金 △2,912 △6,479

流動資産合計 3,591,829 4,255,384

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 6,117 15,600

機械装置及び運搬具（純額） 484 553

工具、器具及び備品（純額） 311,496 241,433

リース資産（純額） 62,818 －

有形固定資産合計 ※
 380,916

※
 257,587

無形固定資産

ソフトウエア 185,957 170,863

その他 105 134

無形固定資産合計 186,063 170,997

投資その他の資産

投資有価証券 21,687 53,229

繰延税金資産 40 48

その他 107,551 102,706

投資その他の資産合計 129,279 155,984

固定資産合計 696,258 584,569

資産合計 4,288,088 4,839,953
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(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 162,205 342,073

短期借入金 793,114 580,000

1年内返済予定の長期借入金 81,360 82,760

未払法人税等 7,076 7,227

前受金 420,000 437,623

原状回復費用引当金 8,900 －

その他 118,848 100,120

流動負債合計 1,591,504 1,549,805

固定負債

長期借入金 237,280 277,960

退職給付引当金 3,005 2,517

役員退職慰労引当金 179,251 164,542

リース債務 53,331 －

その他 3,124 3,997

固定負債合計 475,993 449,016

負債合計 2,067,497 1,998,821

純資産の部

株主資本

資本金 1,579,583 1,578,933

資本剰余金 2,062,899 2,062,249

利益剰余金 △1,395,013 △794,942

株主資本合計 2,247,469 2,846,240

評価・換算差額等

為替換算調整勘定 △50,686 △22,423

評価・換算差額等合計 △50,686 △22,423

新株予約権 23,808 17,315

純資産合計 2,220,590 2,841,131

負債純資産合計 4,288,088 4,839,953
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(2)【四半期連結損益計算書】
　【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年９月30日)

売上高 1,068,600

売上原価 556,080

売上総利益 512,520

販売費及び一般管理費

役員報酬 105,933

給料及び手当 181,977

退職給付費用 487

研究開発費 446,966

役員退職慰労引当金繰入額 15,579

その他 309,254

販売費及び一般管理費合計 1,060,198

営業損失（△） △547,678

営業外収益

受取利息 3,756

受取配当金 226

為替差益 1,865

その他 368

営業外収益合計 6,216

営業外費用

支払利息 11,961

持分法による投資損失 31,541

その他 478

営業外費用合計 43,980

経常損失（△） △585,442

特別利益

貸倒引当金戻入額 3,566

役員退職慰労引当金戻入額 870

特別利益合計 4,436

特別損失

原状回復費用引当金繰入額 8,900

減損損失 8,141

その他 187

特別損失合計 17,228

税金等調整前四半期純損失（△） △598,234

法人税、住民税及び事業税 1,827

法人税等調整額 8

法人税等合計 1,836

四半期純損失（△） △600,071
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　【第２四半期連結会計期間】
(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成20年７月１日
 至 平成20年９月30日)

売上高 753,413

売上原価 355,122

売上総利益 398,291

販売費及び一般管理費

役員報酬 54,800

給料及び手当 93,822

退職給付費用 288

研究開発費 205,309

貸倒引当金繰入額 568

役員退職慰労引当金繰入額 6,609

その他 157,703

販売費及び一般管理費合計 519,101

営業損失（△） △120,809

営業外収益

受取利息 2,218

受取配当金 226

その他 136

営業外収益合計 2,581

営業外費用

支払利息 6,647

為替差損 36,900

その他 132

営業外費用合計 43,681

経常損失（△） △161,909

特別損失

原状回復費用引当金繰入額 8,900

減損損失 8,141

特別損失合計 17,041

税金等調整前四半期純損失（△） △178,951

法人税、住民税及び事業税 1,206

法人税等調整額 1

法人税等合計 1,208

四半期純損失（△） △180,159
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △598,234

減価償却費 93,010

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,566

退職給付引当金の増減額（△は減少） 487

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 14,709

原状回復費用引当金の増減（△は減少） 8,900

受取利息及び受取配当金 △3,982

支払利息 11,961

為替差損益（△は益） △2,432

持分法による投資損益（△は益） 31,541

減損損失 8,141

売上債権の増減額（△は増加） △26,595

たな卸資産の増減額（△は増加） △398,936

仕入債務の増減額（△は減少） △179,910

その他 △45,431

小計 △1,090,338

利息及び配当金の受取額 4,182

利息の支払額 △11,808

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △2,293

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,100,257

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △25,519

定期預金の払戻による収入 6,000

有形固定資産の売却による収入 67,480

有形固定資産の取得による支出 △134,531

無形固定資産の取得による支出 △37,174

その他 △5,002

投資活動によるキャッシュ・フロー △128,749

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 213,114

長期借入金の返済による支出 △42,080

株式の発行による収入 1,300

リース債務の返済による支出 △4,845

財務活動によるキャッシュ・フロー 167,489

現金及び現金同等物に係る換算差額 △15,380

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,076,898

現金及び現金同等物の期首残高 2,222,130

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,145,232
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

該当事項はありません。

　

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

会計処理の原則及び手続きの変更 （１）「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　

平成18年７月５日　企業会計基準第９号）を第１四半期連結会計

期間から適用し、評価基準については原価法から原価法（収益性

の低下による簿価切下げの方法）に変更しております。なお、これ

による損益の影響はありません。　

（２）「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当

面の取扱い」（企業会計基準委員会　平成18年５月17日　実務対応

報告18号）を第１四半期連結会計期間から適用しております。な

お、これによる損益の影響はありません。

（３）リース取引に関する会計基準等の適用 

「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成５

年６月17日　最終改正平成19年３月30日　企業会計基準第13号）及

び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準委

員会　平成６年１月18日　最終改正平成19年３月30日　企業会計基

準適用指針第16号）を第１四半期連結会計期間から早期に適用

し、所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃

貸借取引に係る方法に準じた会計処理から通常の売買取引に係る

方法に準じた会計処理に変更し、リース資産として計上しており

ます。 

　また、リース資産の減価償却の方法は、リース期間を耐用年数と

し、残存価額をゼロとして算定する方法によっております。 

　なお、リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファ

イナンス・リース取引については、期首に前連結会計年度末にお

ける未経過リース料残高相当額（利息相当額控除後）を取得価額

として取得したものとしてリース資産を計上する方法によってお

ります。 

　この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結

累計期間のリース資産が有形固定資産に62,818千円計上されてお

ります。なお、これによる損益の影響は軽微であります。
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【簡便な会計処理】

　　当第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

　　重要性が乏しいため、記載を省略しております。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

　　当第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

　　該当事項はありません。

　

【追加情報】

　
当第２四半期連結累計期間

(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

（原状回復費用引当金）

大型システム案件の開発等のために賃借していた建物については、当該開発が完了することに伴い退去するこ

とが明らかになったため、発生する可能性の高い原状回復費用の発生見込額を「原状回復費用引当金」として当

第２四半期連結累計期間において計上しております。

これにより、当第２四半期連結累計期間の税金等調整前四半期純損失が、8,900千円増加しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※　　有形固定資産の減価償却累計額　419,843千円 ※　　有形固定資産の減価償却累計額　359,098千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,312,230千円

　　　計 1,312,230千円

預入期間が３か月超の定期預金  　△166,998千円

現金及び現金同等物 1,145,232千円
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(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　

至　平成20年９月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 51,710

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) ─

　

　

３　新株予約権等に関する事項

会社名 目的となる株式の種類 目的となる株式の数(株)
当第２四半期

連結会計期間末残高
(千円)

提出会社 ─ ─ 23,808

　
４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額
　　　　該当事項はありません。

　

　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

　　　　該当事項はありません。
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(リース取引関係)

該当事項はありません。

　

(有価証券関係)

該当事項はありません。

　

(デリバティブ取引関係)

当社グループはデリバティブ取引を全く利用していないため、該当事項はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

当第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

1.　ストック・オプションにかかる当第２四半期連結会計期間における費用計上額及び科目名

　売上原価              　1,976千円

　販売費及び一般管理費　　1,270千円

2.　当第２四半期連結会計期間に付与したストック・オプションはありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

　

当社グループは映像通信機器メーカーとして事業を行っており、当該事業以外に事業の種類がないため、

該当事項はありません。　

　

当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

　

当社グループは映像通信機器メーカーとして事業を行っており、当該事業以外に事業の種類がないため、

該当事項はありません。　
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【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

　
日本
(千円)

その他の地域
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

327,636425,777753,413 ― 753,413

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

△868 655 △212 212 ―

計 326,767426,433753,201 212 753,413

営業利益(又は営業損失) △97,815△53,605△151,42130,611△120,809

(注)１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。　

　　２　本国以外の区分に属する主な国又は地域・・・北米

　

当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

　
日本
(千円)

その他の地域
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

552,377516,2231,068,600 ― 1,068,600

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

311,085 1,047 312,132（312,132) ―

計 863,462517,2701,380,732（312,132)1,068,600

営業利益(又は営業損失) △200,671△143,691△344,363△203,314△547,678

(注)１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。　

　　２　本国以外の区分に属する主な国又は地域・・・北米
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【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

　

欧州 その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 410,816 24,566 435,383

Ⅱ　連結売上高(千円) ― ― 753,413

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

54.5 3.3 57.8

(注)１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

　　２　本国以外の区分に属する主な国又は地域

　　(1)　 欧州・・・ドイツ、スイス

　　(2)　 その他の地域・・・北米、中米、アジア

　　３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　

当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

　

欧州 その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 480,516 72,376 552,892

Ⅱ　連結売上高(千円) ― ― 1,068,600

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

45.0 6.7 51.7

(注)１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。　

　　２　本国以外の区分に属する主な国又は地域

　　　　(1)　 欧州・・・ドイツ、スイス

　　　　(2)　 その他の地域・・・北米、中米、アジア

　　３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

42,482.74円 54,672.15円

　

２　１株当たり四半期純損失

第２四半期連結累計期間

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年９月30日)

１株当たり四半期純損失 11,607.87円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１
株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

(注)　１株当たり四半期純損失の算定上の基礎

　

項目
当第２四半期連結累計期間
　(自  平成20年４月１日 
  至　平成20年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純損失(千円) △600,071

普通株式に係る四半期純損失(千円) △600,071

普通株主に帰属しない金額(千円) ─

普通株式の期中平均株式数(千株) 51,695

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益の算定に含まれなかった潜在
株式について前連結会計年度末から重要な変動が
ある場合の概要

─

　

第２四半期連結会計期間

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日 
  至　平成20年９月30日)

１株当たり四半期純損失 3,484.04円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１
株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

(注)　１株当たり四半期純損失の算定上の基礎

　

項目
当第２四半期連結会計期間
(自 平成20年７月１日 
  至　平成20年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純損失(千円) △180,159

普通株式に係る四半期純損失(千円) △180,159

普通株主に帰属しない金額(千円) ─

普通株式の期中平均株式数(千株) 51,710

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益の算定に含まれなかった潜在
株式について前連結会計年度末から重要な変動が
ある場合の概要

─
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(重要な後発事象)

当社は、平成20年11月14日開催の取締役会において、平成21年１月１日を効力発生の日として、当社の

連結子会社である株式会社メディアリンクスシステムズ（以下「MLS」）を吸収合併することを決議い

たしました。

(1)　吸収合併の目的

　主に管理系業務を中心とする当社グループ内の重複業務を廃しグループ効率経営を促進する　　　　と同

時に、マーケティング機能と顧客接点を有するMLSを当社に吸収することにより製品開発の迅速化を図る

ものです。　

(2)　吸収合併の概要

　①　合併の日程

　　　　・合併承認取締役会　　　平成20年11月14日

　　　　・合併契約の締結日　　　平成20年11月14日

　　　　・合併期日（効力発生日）平成21年１月１日

　　　　・合併契約承認株主総会　本合併は、当社においては会社法第796条第３項に規定する簡

　　　　　  易合併であり、MLSにおいては会社法第784条第１項に規定する略式合併であるため、

　　　　　　ともに合併契約承認株主総会を開催いたしません。

　　②　合併方式

　　　　当社を存続会社、MLSを消滅会社とする吸収合併方式で、MLSは解散致します。

　　③　合併比率等

　 　 当社出資比率100％の子会社の吸収合併であり、新株式の発行及び合併交付金の支払はあ

      りません。

 (3)　合併した相手会社の名称及び主な事業の内容、規模（平成20年３月31日）

　  ①　名    称：株式会社メディアリンクスシステムズ

 　 ②　事業内容：電子機器の開発および販売等

    ③ 本店所在地：川崎市高津区坂戸三丁目２番１号

    ④　株式会社メディアリンクスシステムズの直近の事業規模

　　    ・売上高　　　　1,269,657千円

　　    ・当期純損失　　　 68,833千円

　　    ・総資産　　　　1,314,509千円

　　    ・純資産　　　　　137,848千円

　　    ・従業員数　　　　　　 　８名
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年11月14日

株式会社メディアグローバルリンクス

取締役会　御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士　　内　山　敏　彦　印

　

指定有限責任社員 
業務執行社員

公認会計士　　千　葉　達　也　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社メディアグローバルリンクスの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半

期連結会計期間(平成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成20年４月

１日から平成20年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損

益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務

諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表

明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社メディアグローバルリンクス及び連

結子会社の平成20年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半

期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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